
�はじめに
シロアジサシ Gygis alba は，亜熱帯および熱帯の海域

で広く繁殖し，日本へは稀な迷鳥として渡来する（高野，

１９８１）．四国における本種の記録は，日本鳥学会（１９７７）

に「四国」と記述のあるものの，その記録の詳細につい

ては明らかではない．

著者らは，１９９７年９月１７日，愛媛県松山市にて保護さ

れ，愛媛県立とべ動物園に収容されたシロアジサシを確

認する機会を得たので報告する．

�保護の状況及び記録
本個体は，１９９７年９月１７日，午前５：００頃，松山市枝

松５丁目の歩道植え込み内の低木に，引っ掛っていると

ころを木本キヨミ氏に保護された．同日，愛媛県立とべ

動物園に収容されたが，外傷，骨折はないものの衰弱が

ひどく，自力で移動できない状態であった．収容後，保

温し様子を見ることにしたが，翌日の９月１８日に死亡が

確認された．

９月１６日午前中に九州南部に上陸した台風１９号

が，１７日深夜にかけて瀬戸内海を通過しており，

その影響で迷行したものと考えられる．本個体の

他に，セグロアジサシ Sterna fuscata とシロハラミズ
ナギドリ Pterodroma hypoleuca 各１個体が同日，松山市
内で保護され，愛媛県立とべ動物園に収容されている．

本種の若鳥には目の後方に褐色斑があり，翼下面が灰

色であることが特徴とされる（尾崎，１９９８）．本個体は，

これらの特徴が見られないことから成鳥と思われる．ま

た，保護した時には，嘴基部が青色であったが死後変色

した．計測は死亡後に行い，剥製製作時に精巣が確認さ

れた．

なお，本個体は剥製標本として愛媛県立とべ動物園に

保管されている．

�計測値
性別♂，全長２６９mm，翼長２２４mm，尾長１０６mm，

ふ蹠長１１．４mm，嘴峰長３７．６mm，体重５４．５４g．
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写真１ １９９７年９月１７日，愛媛県松山市で保護され，翌日落鳥したシロアジ

サシ．

写真２ 死亡後，嘴基部の青色は変色した．

写真３ 右翼

写真４ 尾羽
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